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１．概要（Summary） 

オーステナイト系ステンレス鋼に低温プラズマ窒化処理

により形成する拡張オーステナイト相は，耐食性を維持し

ながら高い硬度が得られるため注目されている．通常の

プラズマ窒化処理では，表面粗さが大きく増加してしまう

ため，高精度部品などへの適用は難しい．そこで，本研

究室が開発したニュートラル窒化処理[1]を SUS304に対

して施し，表面粗さを維持したままで拡張オーステナイト

相の形成を目指した．拡張オーステナイト相の形成の有

無を名古屋大学の先端技術共同研究施設の薄膜X線回

折装置を用いて X線回折パターンを測定した． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

薄膜 X線回折装置（RIGAKU社製 ATX-G） 

【実験方法】 

SUS304に対してニュートラル窒化処理を施した(詳細

は、５．論文・学会発表の(1)を参照)． 

窒化処理後の試料を薄膜 X線回折装置で，集中法を

用いて測定した．測定条件は，Cu-kα線 18 kW，スキャ

ン範囲2θは，30 degから80 deg，スキャンステップ 0.01 

deg，スキャンスピード 6 deg/min，スリットはS2:10×1.0，

RS:10×1.0にそれぞれ設定した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

350 °Cおよび 400 °Cで窒化処理した試料は，拡張オー

ステナイト相が検出され，γ-Feは検出されなかった．拡張

オーステナイト相のピークはいずれの結晶方位に対しても，

未処理試料の γ-Feのピークよりも低角側に検出されピー

ク幅が増加した．これは，γ-Feに窒素が過飽和に固溶す

ることで拡張オーステナイト相が形成するため，結晶格子

が膨張し窒素濃度の増加とともに低角側へとシフトする．

さらに窒素濃度は表面から内部にかけて減少していくた

めピーク幅が増大する．また，400 °Cで処理された試料

には，窒化鉄のピークが検出された．また，450 °Cで窒化

処理を施した試料では，拡張オーステナイト相は検出され

なかった．一方で，γ-Feのピーク幅は，窒素の固溶により

未処理の試料よりも増加した．また，CrNのピークが検出

され，クロム窒化物の形成が確認された． 

 

 

Fig. 1 The X-ray diffraction patterns (CuKα  

radiation) of SUS 304 (a)untreated and neutral  

nitrided (b)450 °C, (c) 400 °C, (d)350 °C for 3 h. 
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